
地
下
に
あ
る
地
域
防
災
倉
庫
の

地
上
階
へ
の
移
動
を
提
案

現
在
、
区
内
の
地
域
防
災
拠
点
倉
庫
22
施
設

中
、
地
下
に
あ
る
施
設
は
12
カ
所
、
副
拠
点
で

は
５
カ
所
中
３
カ
所
、
活
動
資
機
材
に
つ
い
て

は
３
施
設
中
す
べ
て
地
下
、
区
保
有
備
蓄
倉
庫

21
施
設
中
10
施
設
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
高

潮
や
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
に
備
え
、

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
地
上
に
整
備
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

区
民
負
担
は
限
界

国
保
料
の
毎
年
の
値
上
げ

国
保
料
は
、
毎
年
引

き
上
げ
ら
れ
２
０
１
４

年
度
は
一
人
あ
た
り
の

保
険
料
は
１
１
３
、
９

５
２
円
と
、
過
去
最
高

に
な
り
、
滞
納
世
帯
も

約
23
％
と
「
加
入
者
の

4
件
に
1
件
が
滞
納
世

帯
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
、
区
民
の
負
担
は
限
界
に
来
て
い
る

実
態
を
告
発
。
国
保
加
入
者
は
、
非
正
規
雇
用

や
失
業
者
、
年
金
生
活
者
な
ど
、
所
得
の
少
な

い
方
が
多
く
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
で
あ
り

な
が
ら
、
国
庫
負
担
率
の
削
減
や
国
保
の
広
域

化
・
都
道
府
県
化
の
準
備
と
し
て
、
区
は
一
般

財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
削
減
し
て
い
る
と
批

判
し
財
政
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
（
裏
面
に
続
く
）

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です
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２
０
１
４
年
度
決
算
の
認
定
に

反
対
し
ま
し
た

10
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
決
算
特
別
委
員
会
が

開
か
れ
、
日
本
共
産
党
区
議
団
か
ら
は
、
奥
村
あ

き
子
と
私
（
加
藤
ひ
ろ
し
）
が
委
員
と
な
り
、
14

年
度
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
人
口
増
に
伴
う
税
収
増
や
各
種

基
金
の
積
極
的
活
用
で
、
区
民
の
要
求
に
応
え
る

独
自
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
都
の
「
上
位
計
画
」
を
忠
実
に
具

体
化
し
、
規
制
緩
和
や
区
道
の
改
廃
で
超
高
層
建

築
物
を
乱
立
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
。
「
受
益
者
負

担
の
適
正
化
」
の
名
の
下
に
、
区
民
に
対
し
て
負

担
増
や
サ
ー
ビ
ス
削
減
を
図
る
姿
勢
な
ど
、
区
政

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
積
極
的
な
提
案
も
行
い
な

が
ら
、
14
年
度
決
算
の
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

区
民
負
担
増
で
は
な
く

大
企
業
に
適
正
な
負
担
を

中
央
区
は
、
「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
と
し

て
13
年
度
、
14
年
度
の
２
カ
年
で
約
80
の
事
業
評

価
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
７
事
業
を
見
直

す
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
実
施
さ
れ
た
の
は
保
育

園
や
幼
稚
園
の
保
育
料
値
上
げ
、
区
立
駐
輪
場
有

料
化
な
ど
区
民
負
担
増
と
な
る
６
事
業
で
、
大
企

業
に
適
正
な
負
担
を
求
め
る
「
道
路
占
用
料
の
値

上
げ
」
だ
け
が
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は
問

題
と
指
摘
し
、
区
民
に
負
担
増
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
大
企
業
に
適
正
な
負
担
を
求
め
る
よ
う
区

の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

区民の負担増ストップ

福祉と防災のまちづくりに全力



見
直
し
ご
と
に
負
担
が
増
え
る

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

☆
介
護
保
険
制
度
で
は
、
保
険
料
の
負
担
が
制
度
導

入
時
（
２
０
０
０
年
）
と
比
べ
て
基
準
階
で
倍
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
に
よ
り
、
現

行
の
介
護
保
険
事
業
者
か
ら
「
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

や
「
無
資
格
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
「
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
」
に
置
き
換
え
、
「
自
助
・
共
助
」
と
い

う
名
目
で
「
家
庭
内
老
々
介
護
」
か
ら
「
地
域
住
民

に
よ
る
老
々
介
護
」
に
な
る
と
き
び
し
く
批
判
し
ま

し
た
。

☆
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
」
は
、
年
齢
で
区

切
っ
て
高
齢
者
を
別
立
て
の
医
療
制
度
に
囲
い
込
み
、

所
得
の
少
な
い
方
の
特
例
を
廃
止
な
ど
制
度
の
改
悪

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
「
制
度
」
は
75
才
以
上

の
人
口
増
加
と
医
療
費
負
担
が
保
険
料
に
直
接
跳
ね

返
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
保
険
料
の
値

上
げ
は
必
至
と
指
摘
し
、
年
齢
に
よ
る
差
別
医
療
を

持
ち
込
む
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
廃
止
」

を
国
に
求
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
と
一
般
財
源
の

投
入
で
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

「
国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者
」
の
医
療
保
険
料

の
値
上
げ
を
押
さ
え
る
に
は
、
各
保
険
料
会
計
へ
の

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
と
区
の
一
般
財
源
か
ら
の
財

政
支
援
が
必
要
と
述
べ
、
国
の
指
導
に
従
っ
て
加
入

者
負
担
を
押
し
つ
け
る
区
の
姿
勢
を
き
び
し
く
批
判

し
、
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
に
ご
注
意

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番

号
）
法
が
10
月
5
日
施
行
さ
れ
、
個
人

番
号
を
知
ら
せ
る
通
知
カ
ー
ド
の
郵
送

（
住
民
票
の
住
所
に
簡
易
書
留
（
転
送

不
要
）
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
る
こ
と

に
関
連
し
て
、
「
口
座
番
号
を
教
え
て

ほ
し
い
」
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
説
明
に
伺
い
た
い
」
な
ど
と
言
っ

た
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
な
ど

の
事
例
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

区
内
で
も
同
様
な
電
話
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
区
の
相
談

窓
口
の
電
話
番
号
は

「
（
３
５
４
６
）
５
６
１
８
」
で
す
。

個
人
情
報
を
一
本
化
し
管
理

「
議
案
第
74
号
・
中
央
区
行
政
手
続

き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

「
番
号
法
」
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
」
に
反
対
し
た
理
由
の
要
旨
を

紹
介
し
ま
す
。

①
社
会
保
障･

税
番
号
制
度
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
全

国
民
に
12
桁
の
「
個
人
番
号
」
を
付
け

て
、
税
金
や
保
険
料
納
付
、
医
療･

介
護

･

年
金
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の
情

報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
を
、

国
が
一
元
的
に
管
理
す
る
も
の
。

②
10
月
の
番
号
通
知
に
続
い
て
、
２
０
１
６
年
１
月

か
ら
、
社
会
保
障
と
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
利
用

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
や
預
貯
金
口
座
な
ど
へ
の
、
利
用
も
検
討
し
て

い
る
こ
と
。

③
一
つ
の
番
号
で
一
人
一
人
の
個
人
情
報
を
結
び
つ

け
て
活
用
す
る
番
号
制
度
は
、
個
人
情
報
が
容
易
に

名
寄
せ･

集
積
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
流
出

し
た
り
、
悪
用
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
甚
大
な
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
や
「
な
り
す
ま
し
」
な
ど
の
犯
罪
の
危

険
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

④
本
議
案
に
示
さ
れ
て
い
る
特
定
個
人
情
報
に
は
、

地
方
税
法
、
生
活
保
護
法
、
国
民
健
康
保
険
法
、
児

童
扶
養
手
当
法
、
中
央
区
児
童
育
成
手
当
条
例
、
学

校
保
健
安
全
法
と
対
象
は
、
税
と
社
会
保
障
全
般
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
が
な
く
と
も
、
こ
れ
ま

で
社
会
保
障
給
付
に
関
す
る
事
務
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
実
施
を
中
止
し
て
も
区
民
生
活
に
何
ら
支
障

は
な
い
こ
と
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
徴
税
強
化
や
社
会
保
障
給
付

の
抑
制
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
反
対
し
ま

し
た
。

（注）中央区では
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